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社会福祉法人 赤平市社会福祉協議会

令和２年度 事業報告書
（令和２年４月１日から令和３年３月３１日）

令和２年度は新型コロナウイルス感染予防のため、計画しておりました社協本来の各種

行事や会議等が実施できない異常事態となりました。そのような中、何かできることにつ

いて知恵を出し合いましたが、感染防止のためには人と人との接触を避けるということが

大きな壁となり、不本意な年度となりました。次年度は新型コロナウイルスの感染が収ま

り、各種行事が正常に実施できることを願っております。

社会福祉事業

１ 法人運営事業

（１）理事会の開催

・第１回理事会（令和２年６月１８日開催）出席者：理事１２名、監事１名

報告第１号 一般業務報告（会長の職務執行状況報告）

報告第２号 第４・四半期監査報告

報告第３号 介護保険関係報告

議案第１号 平成３１年度・令和元年度第１回補正予算(案)

議案第２号 平成３１年度・令和元年度事業報告

議案第３号 平成３１年度・令和元年度収支決算報告

議案第４号 評議員選任・解任委員の選任（変更）について

議案第５号 評議員選任候補者の推薦について

議案第６号 評議員会の招集事項について

・第２回理事会（令和２年１０月２３日開催）出席者：理事１０名、監事２名

報告第１号 一般業務報告

報告第２号 第１・四半期監査報告

報告第３号 介護保険関係報告

議案第１号 各種委員会委員の選任（変更）について

議案第２号 令和２年度赤平市社会福祉大会被表彰者の選考について

・第３回理事会（令和２年１１月１７日 決議の省略による書面審議）

報告第１号 一般業務報告

報告第２号 第２・四半期監査報告

報告第３号 介護保険関係報告

報告第４号 令和２年度赤い羽根共同募金の中間実績について

議案第１号 令和２年度歳末たすけあい募金助成事業について

議案第２号 評議員会の招集事項について
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・第４回理事会（令和３年３月１７日 開催）出席者：理事９名、監事２名

報告第１号 一般業務報告

報告第２号 第３・四半期監査報告

報告第３号 介護保険関係報告

議案第１号 令和３年度事業計画（案）について

議案第２号 令和３年度一般会計収支予算（案）について

（２）評議員会の開催

・第１回評議員会（令和２年６月２５日決議の省略による書面審議）

報告第１号 赤平市社会福祉協議会評議員の選任（変更）について

議案第１号 令和元年度（平成３１年度）第１回補正予算（案）

議案第２号 令和元年度（平成３１年度）事業報告

議案第３号 令和元年度（平成３１年度）収支決算報告

令和元年度（平成３１年度）決算監査報告

議案第４号 赤平市社会福祉協議会役員の選任（変更）について

・第２回評議員会（令和２年１１月３０日決議の省略による書面審議）

報告第１号 令和２年度赤い羽根共同募金中間実績について

議案第１号 令和２年度歳末たすけあい募金助成事業について

・第３回評議員会（令和３年３月２６日開催）出席者：評議員２１名、役員１１名

議案第１号 令和３年度事業計画（案）について

議案第２号 令和３年度一般会計収支予算（案）について

（３）監事監査の実施

・令和元年度第４四半期監査（令和２年６月１１日実施）

・令和元年度決算監査（令和２年６月１１日実施）

・令和２年度第１四半期監査（令和２年８月１９日実施）

・令和２年度第２四半期監査（令和２年１１月９日実施）

・令和元年度第３四半期監査（令和３年３月９日実施）

（４）会長・副会長会議の開催

・第１回会長・副会長会議（令和２年６月１１日開催）出席者：５名

・第２回会長・副会長会議（令和３年３月１０日開催）出席者：５名

（５）社協・共募合同役員会議の開催

・第１回会長・副会長会議（令和２年１０月９日開催）出席者：７名
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（６）各種委員会の開催

・第１回評議員選任・解任委員会（令和２年６月１９日開催）出席者：４名

（１）令和２年度評議員候補者の選任（変更）及び解任について

・第１回顕彰審査委員会（令和２年１０月２０日開催）出席者：４名

（１）令和２年度赤平市社会福祉大会被表彰者の選考

①市長感謝状 推薦者の選考

②社協会長表彰 表彰者の選考

③健康高齢者表彰

（７）役員研修の実施及び参加

・北海道社協地域部会総会 オンライン会議

（８）職員研修の実施及び参加

・障害支援区分認定調査員研修（令和2年7月9日 岩見沢市）

・生活支援コーディネーター情報交換会（令和2年8月22日 オンライン会議）

・生活支援コーディネーター養成研修（令和2年8月25～26日 札幌市）

・災害ボランティアコーディネーター養成・資質向上研修及び圏域内災害ボラン

ティアセンター設置運営訓練（令和2年10月10日 岩見沢市）

・生活支援コーディネーター養成研修応用編（令和2年11月5日 旭川市）

・生活支援コーディネーター情報交換会（令和2年11月30日 オンライン会議）

・生活支援コーディネーター研究協議会（令和2年12月8日 オンライン会議）

・生活支援コーディネーター連絡会議（令和2年12月14日 オンライン会議）

・生活支援コーディネーター養成研修応用編（令和3年1月19日 オンライン研修）

・社協活動WEB講座①（令和3年1月28日 オンライン研修）

・介護予防・生活支援の地域づくりに向けた地域課題解決のプロセス

（令和3年2月3日 オンライン研修）

・社協活動WEB講座②（令和3年2月10日 オンライン研修）

・ボランティア強化セミナー（令和3年2月16日 オンライン研修）

・成年後見制度と後見人の活動（令和3年2月16日 オンライン研修）

・2020年度生活支援コーディネーター養成研修振り返り会

（令和3年2月17日 オンライン会議）

・日常生活自立支援事業専門員実践力強化研修会（令和3年2月23日オンライン研修）

・市区町村社協介護サービス経営研究会令和2年度経営基盤強化セミナー

（令和3年2月25日 オンライン研修）

・社協活動WEB講座③（令和3年3月5日 オンライン研修）

・総合相談・生活支援事例検討会（令和3年3月8日 オンライン研修）

・成年後見制度普及セミナーin北海道（令和3年3月10日 オンライン研修）

・居宅介護支援事業所管理者研修（令和3年3月20日 オンライン研修）

・さわやか福祉財団ブロック全国協働会議（令和3年3月23日 オンライン会議）

・生活支援コーディネーター情報交換会（令和3年3月29日 オンライン会議）
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（７）会員加入の促進による自主財源の確保及び拡充

区 分 会員数 会費額

一般会員 4,326 865,200円

特別会員 6 16,000円

合 計 881,200円

（８）広報・啓発活動

・社協だよりの発行

第１４０号（令和2年 7月発行）5,350 部

第１４１号（令和2年10月発行）5,350 部

第１４２号（令和3年 3月発行）5,350 部

・ホームページの更新（毎月１回）

ホームページ http://www.akabira-shakyo.hs.plala.or.jp/

・フェイスブックの開設、情報の発信

（９）各種寄付受納

・寄付金 7件 510,140円

・物品寄贈 24件

２ 地域福祉事業

（１）ボランティアセンター運営事業

①ボランティア活動育成

・ボランティア登録者 個人ボランティア数 ８０名

②地域交流事業「ふきのとう」 新型コロナウイルス感染防止のため中止

③チャイルドシート貸出

区 分 個 数

乳児用 3

幼児用 1

児童用 0

合 計 4

④車いす貸出

件数 １３台

⑤研修会・会議への参加

・災害ボランティアコーディネーター養成・資質向上研修及び圏域内災害ボラ

ンティアセンター設置運営訓練（令和2年10月10日 岩見沢市）
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⑦ボランティア活動保険への加入促進

区 分 加入件数

基本プラン 531

天災・地震補償プラン 6

ボランティア行事用保険 40

⑧リングプル収集

リングプル １７５㎏

⑨あかびら市立病院ボランティア

・院内案内

・タオルたたみ

・食堂ボランティア「かあさん食堂ぼらん亭」の運営支援

・生け花ボランティア

⑩託児ボランティア

市民検診やフッ素塗布の際の託児

⑪絵手紙はーとめーる

絵手紙の出前講座、年賀状・暑中見舞いを市内各施設にお届け

（２）健康高齢者表彰事業

心身ともに健康で永く社会の発展に寄与された方を讃え、高齢者の健康を奨励し、生

きがいを高め健康寿命の延伸と高齢者福祉の向上を図るために実施した。対象者は各町

内会に推薦を依頼して周知をし、審査会を経て該当者には社会福祉大会で表彰を行った。

・主 催 赤平市、赤平市社会福祉協議会、赤平市老人クラブ連合会

・後 援 赤平市共同募金委員会

・日 時 令和２年１１月１４日（土）午前１０時～１１時

・場 所 赤平市交流センターみらい

・被表彰者 男性１名、女性３名

（３）赤平市社会福祉大会

新型コロナウイルス感染防止から、例年行っている講演は行わず、赤平市の福祉に

貢献された個人、団体に対する表彰式を行った。

・主 催 赤平市、赤平市社会福祉協議会

・日 時 令和２年１１月１４日（土）午前１０時～１１時

・場 所 赤平市交流センターみらい

・参加者 ３５名

・被表彰者 １団体・３７名
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（４）ふれあいネットワーク事業

新型コロナウイルス感染防止により未実施

（５）介護職員養成研修事業

新型コロナウイルス感染防止により未実施

（６）食の自立支援事業（赤平市受託事業）

６５歳以上のひとり暮らしの方、身障者または高齢者世帯等で、日常の食事の支度が

不自由な方に平日の昼食の配食サービスを行った。

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

利用者 20 22 24 25 22 28 27 24 30 32 31 33

食 数 273 288 275 308 296 338 330 291 327 349 358 473 3,906

（７）電話サービス事業（赤平市受託事業）

日常生活での安否確認が困難な、おおむね６５歳以上のひとり暮らし高齢者等世帯に

対し、電話による定期的な安否の確認、相談サービスを行った。

区 分 令和2年度 前年度

利用者 12 18

実施回数 601 621

（８）高齢者世帯等除雪費助成事業（赤平市受託事業）

身体的事由などから自力での除雪が困難な高齢者世帯等に対し、支払った除雪費の２

分の１、１世帯２万円を上限として助成を行った。

区 分 令和2年度 前年度

申請者 327 333

利用者 290 277

助成金額 5,277,338円 4,885,425円
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（９）介護予防・日常生活支援総合事業（赤平市受託事業）

生活支援コーディネーターを配置し、生活支援の担い手の養成・発掘等地域資源の開

発やそのネットワーク化への取組、エリアサポーターによる介護予防体操・生活支援へ

の取組、地域サロンへの支援等高齢者を地域で支える取組み支援を行った。

・エリアサポーター養成講座の開催

地域住民・企業にお勤めの方を対象にエリアサポーター養成講座を開催し、市内

各６地区で活動する方は全部で１７０名となった。

エリアサポーター養成講座 地区別・年度別受講者数

地区・年度 28年度 29年度 30年度 31年度 2年度 合 計

平岸地区 11名 14名 3名 1名 3名 32名

茂尻・百戸地区 11名 6名 3名 1名 1名 22名

住友・市街地区 12名 3名 3名 6名 1名 25名

昭和地区 17名 5名 7名 2名 0名 31名

文京地区 13名 3名 5名 2名 2名 25名

若木地区 10名 3名 2名 1名 4名 20名

企業の方 － － － 6名 14名 20名

合 計 74名 34名 23名 19名 25名 175名

※ 年度末までに5名脱退 最終170名登録

・エリアサポーターによる、ゆる元体操・ふまねっと運動実施の普及・支援

ゆる元体操 ２３回

ふまねっと運動 ９回

・エリアサポーターの活動支援

各地域で実施するサロン活動への支援 ９回

・手作りマスクの作成・配布

令和２年４月から材料を持ち寄り、マスクを約１,５００枚作成、地域の高齢者等

にエリアサポーターが配布した。

・生活支援サービス

エリアサポーターによる、日常のちょっとした困りごとに対する有償の活動。

メニュー ～ ごみ出し、院内介助、買い物代行、電球交換 等
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（10）ファミリーサポートセンター事業（赤平市受託事業）

子育ての援助をしてほしい人（依頼会員）と子育ての援助をしたい人（提供会員）

が会員となり、地域で子育てを助け合う会員組織の活動支援を行った。

依頼会員１５名登録 提供会員７名登録

（11）日常生活自立支援事業（北海道社会福祉協議会受託事業）

認知症高齢者、知的障害者、精神障害者等のうち判断能力が不十分な方が地域において

自立した生活が送れるよう、利用者との契約に基づき、生活支援員が福祉サービス利用援

助等を行った。

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

新規相談 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 1 0 4

利用人数 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 4

（12）金婚祝賀事業

結婚されて５０年の間、人生の起伏を乗り越え円満な家庭を営み、社会に幾多の貢献を

された御夫婦に対し、金婚の章、記念品を配布した。（式典は中止）

・主 催 赤平市、赤平市社会福祉協議会

・日 時 令和２年１０月２９日（木）

・該当者 １４組

３ 生活福祉資金貸付事業

（１）生活福祉資金貸付事業（実施主体：北海道社会福祉協議会）

制度名 相談件数 申請件数 貸付件数

福祉資金 0 0 0

教育支援資金 0 0 0

緊急小口資金 2 1 1

合 計 2 1 1

※ 生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付（実施主体：北海道社会福祉協議会）

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ

一時的な生計維持のための貸付

※ 生活福祉資金（総合支援費）特例貸付（実施主体：北海道社会福祉協議会）

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等により生活に困窮し、

日常生活の維持が困難となっている世帯への貸付

区 分 件数 金 額

（緊急小口資金）特例貸付 28 5,300,000円

（総合支援費）特例貸付 26 13,290,000円

（２）赤平市福祉資金貸付事業（実施主体：赤平市・赤平市社会福祉協議会）

区 分 件数 金 額

貸付金 5 70,000円

償還金 10 124,000円
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４ 共同募金運動

（１）赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金活動への協力

赤い羽根共同募金 歳末たすけあい募金

募金の内訳 金 額 募金の内訳 金 額

戸別募金 1,598,242円 戸別募金 1,608,185円

街頭募金 63,947円 職域団体募金 100,000円

法人募金 505,000円 その他の募金 1,385円

職域募金 110,710円 合 計 1,709,570円

その他の募金 84,492円

合 計 2,362,391円

５ 共同募金助成金

（１）各種団体・事業助成

№ 団体名・事業名 助成額

1 赤平市老人クラブ連合会 50,000円

2 敬老会助成 1,161,508円

3 赤平市身体障害者福祉協会 50,000円

4 赤平市手をつなぐ育成会 20,000円

5 特別支援学級に対する卒業祝い品贈呈 39,000円

6 ＮＰＯ法人ラポラポ 50,000円

7 青少年ボランティア交流 0円

8 赤平火太鼓保存会 30,000円

9 赤平市青少年育成連絡協議会 0円

10 赤平母子寡婦福祉連合会 20,000円

11 社協だより発行 126,171円

12 社協会員に対する葬儀供花 54,300円

13 地域福祉活動団体 20,000円

14 赤平手話の会 20,000円

15 ＮＰＯ法人赤平市民活動支援センター 30,000円

16 除雪ボランティア援護 212,800円

17 ボランティアセンター運営 89,045円

合 計 1,972,824円

（２）歳末たすけあい募金助成

①低所得世帯・ひとり親家庭等医療費受給世帯等へお見舞い金の助成

区 分 件 数 金 額

低所得者世帯 84 1,283,000円

ひとり親家庭等医療費受給世帯 26 294,000円

特別児童扶養手当受給世帯 0 0

管理経費 0 14,105円

合 計 110 1,591,105円
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６ 訪問介護事業

（１）訪問介護及び介護予防訪問介護

①訪問介護 月別利用人数

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

訪問介護 37 36 37 41 36 33 34 34 35 34 34 33 424

②介護予防訪問介護相当サービス 月別利用人数

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

訪問介護

相当サービス 35 35 35 36 34 37 34 35 36 36 36 35 424

（２）障害福祉サービス事業

①居宅介護 月別利用人数

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

居宅介護 5 4 5 4 4 4 5 5 4 5 5 5 55

②居宅介護 利用区分延べ人数

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

居宅介護 21 9 33 30 29 23 30 26 9 16 18 24 268

③障がい者計画相談 月別利用人数

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

計画相談 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 3
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公益事業

１ 居宅介護支援事業

①居宅介護支援 月別利用人数

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

居宅介護支援 131 129 133 128 127 126 130 122 129 125 124 128 1,532

２ 訪問入浴介護

①訪問入浴介護 月別利用人数

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

訪問入浴 4 6 9 7 7 7 5 6 8 8 8 9 46

３ 通所型サービス事業（赤平市受託事業）

「赤平市通所型サービスＡ」（緩和された基準によるサービス）として、要支援・要介護

になるおそれがある高齢者に対し、運動教室「かえで」の名称で短時間の運動やレク等

を年間を通じて実施した。（週３回）

①実施回数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

12 1 14 12 12 11 13 11 10 6 11 11 124

②実人数

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

週１回 33 9 32 31 29 32 31 31 28 28 32 33 349

週２回 2 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 21

合 計 35 10 33 32 31 34 33 33 30 30 34 35 370


